
● 地域支え合い車両貸出事業　めじたん号ＤＥかいもんｇｏ
　 フードバンク事業　鳥栖ロータリークラブ寄付受納式の報告
● 社会福祉協議会会費納入のお礼
　 日本赤十字社会費納入のお礼と令和6年能登半島地震災害義援金のお礼
　 令和6年1月能登半島地震に伴う職員派遣の報告
● 第6回こころがほっとする講演会パネルディスカッションの報告
● 新会長（就任）、前会長（退任）のご挨拶
　 令和6年度職員採用試験（令和7年4月採用）のお知らせ
● 赤い羽根共同募金を活用した団体のご紹介
　 身体障害者福祉センター　講座紹介
● ファミリー・サポート・センター
　 児童センター、子育て支援センター
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～桜ヶ丘町、西田町が買い物支援活動を実施されました～
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　7月1日から、移動に困難を抱える高齢者の買い物を支援し、地域コミュニティの活性化を目的に地域支
え合い車両「めじたん号」の貸出を開始しました。
　初日の7月1日に桜ヶ丘町、8月5日には西田町で「めじたん号」を活用して地域住民の方々を商業施設ま
で送迎されており、鳥栖市で支え合いの輪が広がっています。
　参加された皆様からは「既に車を手放していたから助かった」、「近くのスーパーが閉店し、生鮮食品が買
えずに困っていたので嬉しい」、「一人で買い物するよりみんなでするほうが楽しい」、「暑すぎて外に出るの
も嫌だけど皆さんとお話できてよかった」といった声が聞かれました☆彡
（地域支え合い車両「めじたん号」の詳細は2ページをご覧ください。）
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～フードバンク事業にご寄付いただきました～

～地域支え合い車両「めじたん号」について～

★貸出車両：
★貸出対象：
★貸出日時：
★運行範囲：

★運 転 者 ：
★利 用 料 ：

★損害賠償：

ホンダ　ステップワゴン（運転手含む8人乗り）
市内の自治会
月曜日～金曜日（9：00～ 16：00）※祝日・年末年始（12/29～ 1/3）を除きます。
原則鳥栖市内です。ただし、事前の要望があった場合は鳥栖市近郊の利用も可能
とします。
利用される自治会で確保をお願いします（満26歳以上の方でお願いします）。
車両の賃借料及び燃料代は無料です（赤い羽根共同募金の財源を活用しています）。
※ただし、その他必要な経費は利用される自治会でご負担ください。
貸出時間中の事故等に係る損害賠償は、本会車両が加入する保険の範囲内で対応し
ます。

高齢者の日常生活における買い物について、「運転免許を返納して移動が難しくなった」、　
「足腰が弱くなり買い物に行くのがつらい」、「近所のスーパーがなくなったため買い物に
困っている」等の悩みを抱える方がいらっしゃいませんか？、少しでも移動支援の必要性を
感じている自治会がありましたら、買い物支援に「めじたん号」をぜひご活用ください！

　令和６年５月８日、鳥栖ロータリークラブ様から鳥栖市・みやき町・基山町の社会福祉協議会に食品の寄贈
があり、鳥栖市社協で贈呈式が行われました。贈られた食品は支援先との関係づくりや、自立支援活動に継続
的に生かしていきます。皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
 受付している食品　〇常温可能な食品　〇未開封の食料品（賞味期限が明記され、1ヶ月以上先のもの）

＊寄贈いただいた食料品の数々
（左から）鳥栖ロータリークラブ天野会長、鳥栖市社協天野会長、

基山町社協松田会長、みやき町社協弓事務局長
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（鳥栖市社会福祉協議会特別会員）にご協力いただいた方をご紹介します。
鳥栖地区
元町
　及川　宗吉
　毛利　仁之
　他１名
秋葉町
　池上　明子
　木村　利予
　他６名

鳥栖北地区
鎗田町
　梁井　純輔
布津原町
　鈴木　正美

その他団体等
鳥栖市役所部課長会
鳥栖市民生委員児童
委員連絡協議会
鳥栖市社会福祉協議
会職員一同

鳥栖地区
元町
　及川　宗吉
　毛利　仁之
　他１名
秋葉町
　池上　明子
　木村　利予
　他６名

鳥栖北地区
鎗田町
　梁井　純輔
布津原町
　鈴木　正美

田代地区
田代新町
　2名
田代昌町
　鈴木　重彦
田代大官町
　鬼塚　多美子
　轟木　享
　山内　茂稔
　他１名
永吉町
　岩谷　武

弥生が丘地区
柚比町
　今村　悦子

若葉地区
神辺町
　岡本　久榮
　島　　哲之
　長野　敏子
　鈴木　登美子

麓地区
養父町
　飯田　博成
　古賀　照子
桜ヶ丘町
　石井　竹夫
　岡部　嘉和
　飛松　優次

旭地区
儀徳町
　赤松　隆利
　古賀　和隆
　古賀　素晴
　野田　正憲
　廣重　新興

＊氏名の許可をいただいた方のみ（順不同・敬称略）で掲載しています。 （令和6年7月31日現在）

その他団体等
鳥栖市役所部課長会
鳥栖市民生委員児童
委員連絡協議会
鳥栖市社会福祉協議
会職員一同

日本赤十字社会費に
ご協力ありがとうございました

石川県珠洲市災害ボランティアセンター運営支援報告

日本赤十字社会費　865,000円
（令和6年7月31日現在）

日本赤十字社会費　4,875,410円
（令和6年7月31日現在）

能登半島地震災害義援金に
ご協力いただきありがとうございます。

　皆様からお預かりした日本赤十字社会費は、主に下記
の活動などに活用されています。

　皆様からご協力いただきました義援金は、日本赤十字
社佐賀県支部を通じ、被災者の救援活動や復旧支援の為
に活用されています。
　暖かいご支援に心から感謝申し上げます。
　なお、受付期間は令和６年12月27日までとなっており
ますので、引き続きご協力をお願いいたします。

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震で被害にあわれた皆様に心
からお見舞い申し上げます。
　私は６月４日から８日まで石川県珠洲市災害ボランティアセンターの
支援に行ってまいりました。珠洲市には毎日多くのボランティアの方々
が来られ、がれき撤去や貴重品の取り出し等を行っていただいておりま
す。
　被災されたお宅から戻られたボランティアの方から「まだ(活動終了時
間まで)時間があるので、もう１件行けますよ！」「ボランティアにお願
いするのを申し訳なさそうにされている被災者へ、困ったことがあれば
いつでも連絡してくださいとボランティアセンターの電話番号を伝えて
きました。」等の報告を受け、現地の方の生活や心情に寄り添いながら
活動してくださっているのがとても印象的でした。
　珠洲市をはじめ、能登半島地震の被災地では、現在も復興活動が続い
ています。ボランティア活動以外にも義援金の受付等支援の輪が広がっ
ています。今後も被災地復興のために、あたたかいご支援ご協力よろし
くお願いいたします。

総務福祉係　山下真琴

・いのちを救うための活動：国内災害救護活動、救急法などの
講習、国際活動
・せいかつを支えるための活動：赤十字ボランティアによる地
域貢献活動
・ひとをはぐくむための活動：青少年赤十字によ
る学校などでの活動、看護師などの教育
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【勤 務 地】　　社会福祉法人　鳥栖市社会福祉協議会
　　　　　　　〒841-0051　鳥栖市元町1228-1
【採用人数】　　若干名
【受験資格】　　①　平成２年４月２日以降に生まれ、短大卒程度の学力がある人
　　　　　　　　　（令和６年３月卒業見込みの人を含む。)
　　　　　　　②　普通自動車運転免許（ＡＴ車限定可）を取得している人
　　　　　　　　　（令和６年４月１日までに取得見込みの人を含む。）
【試験の流れ】　プレエントリー　　  令和６年 ７ 月 １ 日 ( 月 )  ～ ９月２０日 (金 )
　　　　　　　本エントリー　　　  本エントリーの案内到着後～ ９月３０日 (月 )
　　　　　　　第1次試験（WEB）　令和６年１０月 ７ 日 ( 月 )  ～１０月２０日 (日 )
　　　　　　　第２次試験　　　　 令和６年１１月１０日 (日 )
　　　　　　　※プレエントリーをいただいた住所に「本エントリーの案内」を郵送します。
詳細は鳥栖市社会福祉協議会ホームページをご覧ください。

前会長
小石　正明

新会長
天野　昌明

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
鳥
栖
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
７
月
よ
り
、
約
11
年
半
に
わ
た
り
、
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
、
会
長
の
職
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
会
長
就
任
当
時
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
支
援
や
高
齢
化
社
会
へ
の
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応
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、
山
積
す
る
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
共
に
支
え
あ
い　

幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち　

鳥
栖
」
と
い
う
基
本
理
念
を
胸
に
、

皆
様
と
共
に
歩
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
地
域
福

祉
の
振
興
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
第
４
期
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
を
見
直
し
、
よ

り
効
果
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
情
報
共
有
や
共

同
事
業
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制

を
構
築
で
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
が
、
鳥
栖
市
に
お
け
る
福
祉
の
向
上
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
大
変
幸
い
で
す
。

　

会
長
職
を
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て
、
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
市
民
と
し
て
、
鳥
栖
市
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
鳥
栖
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
住
民
の
皆
様
と
共
に
、
よ
り
温
か
い
、
よ
り
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
鳥
栖
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
会
長
の
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

鳥
栖
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
昭
和
43
年
に
社
会
福

祉
法
人
の
認
可
を
受
け
て
半
世
紀
以
上
が
経
ち
ま
す

が
、
前
小
石
会
長
様
を
は
じ
め
歴
代
の
会
長
、
役
員
、

関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
鳥
栖
市
に
お
け
る
地
域

福
祉
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
団
体
と
し
て
、
地

域
福
祉
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
、
福
祉

情
報
の
提
供
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　

近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
や
自
然
災
害
、
そ
し
て
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
高
齢
化
の
進
展

や
貧
困
問
題
の
深
刻
化
な
ど
、
新
た
な
課
題
も
次
々
と

顕
在
化
し
て
お
り
、
改
め
て
人
と
人
の
繫
が
り
や
地
域

社
会
で
の
支
え
あ
い
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
鳥
栖
市
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
共
に
支
え
あ
い　

幸

せ
を
感
じ
る
ま
ち　

鳥
栖
」
を
掲
げ
、
市
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
鳥
栖
市
や
地
域
団
体
、
地
域
の
皆
様
方

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
鳥
栖
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
、
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
精
一
杯

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

退
任
の
挨
拶

プレエントリー
申込QRコード

社会福祉法人　鳥栖市社会福祉協議会
令和7年4月採用　正規職員募集中
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～赤い羽根共同募金を活用した事業のご紹介～

社会福祉法人かだん　
就労継続支援 B 型事業所はな

〈福祉団体への助成〉 〈福祉教育推進事業〉

　毎年皆様からご協力いただいている赤い羽根共同募金は、県内の福祉施設への助成や、市内の高齢者・障害
者（児）への支援、福祉団体への助成など様々な形で地域福祉の推進のために使われています

　今回、赤い羽根共同募金配分申請を行い、中型
物置の支給を頂き誠にありがとうございました。
就労作業の備品収納として、使用させて頂きます。
収納スペースがあまりなかった分、物置を有効活用
することによって、一日の作業効率が改善されま
す。支援の質を保ちながら、工賃向上を目指し、よ
り良い環境で作業が出来る事を嬉しく思います。

　

６
月
18
日　

し
ょ
う
が
い

生
活
支
援
の
会
す
み
か
代
表

芹
田
氏
に
よ
る
講
話
の
様
子

(

若
葉
小
学
校
４
年
生)

　身体障害者福祉センターでは、身体にハンディをお持ちの方が、安心して社会参加や仲間づ
くりができるよう各種講座や福祉・生活相談を行っています。
　市内在住の身障者手帳をお持ちの方で「講座に参加したい」「日常の悩みごと」などがあり
ましたらお気軽にご来館、ご相談ください。

　本会では、市内の小中学校や高校等に伺い、高齢者疑
似体験や妊婦体験、車いす体験などを通じて、当事者の
方の生活の一部を少しでも感じてもらうためのメニュー
を用意しています。また、車いすユーザーの方にご協力い
ただき、日常生活に関する講話をしていただいています。
　今年度は、6月に市内の小学校3校と高校1校にそれぞ
れ伺い、講話と車いす体験を実施しました。講話を聴い
た児童の皆さんからは「車いすの方がどれだけ大変な思
いをされているか知れてよかった」、「普段何でもないと
思っている段差でも気にかけてあげようと思った。」など
　　　　　　　　　　　　　　の感想が聞かれました。

今年度、市内で２団体が助成を受けられました。
・社会福祉法人かだん 
　就労継続支援B型事業所はな：中型物置
・社会福祉法人コスモス夢工房：車両

  

鳥栖市身体障害者福祉センター

月曜日

生花/陶芸
9：30～11：30

午　前

午　後

火曜日

洋裁
10：00～11：30

編物
13：00～15：00

水曜日

絵画
13：00～12：00

木曜日

陶芸
9：30～11：30

パソコン
13：00～15：00

金曜日

福祉・生活相談
10：00～12：00

書道
13：00～15：00

月～金曜日

リハビリ
10：00～12：00

リハビリ（要予約）
13：30～15：30

問い合わせ：鳥栖市身体障害者福祉センター（鳥栖市社会福祉会館内） ＴＥＬ 85-3616 FAX 85-3617

赤い羽根共同募金を財
源に購入した高齢者疑
似体験セットです！
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令和６年６月１５日(土)にサロンパスアリーナで実施しました。

鳥栖市ファミリー・サポート・センター

ファミサポを利用してみませんか？

児童センター・子育て支援センター

利用会員の声 協力会員の声

　利用会員(子育て援助をしてほしい方)、協力会員 ※サポーター（子育て援助をしたい方）、両方会員
（援助をしてほしい方・したい方）が一時的な子育てを助け合う有償ボランティア組織です。

初めての子育て、移住など
もあり子どもを預けるにも
どうしたらいいのか全くわ
からない時に相談したのが
ファミサポでした。1対1で
の預かりも、子どもにとって
いい影響ばかりで本当に助
かってます。

最初は泣きながらずっとハイ
ハイしていましたが、今ではひ
とりで歩くようになったりオム
ツを自分で持ち上げるように
なったりと、たくさんの成長を
見ることができ、とても嬉しく
思います。サポートしながら毎
回「元気」をもらっています♡

利用には会員登録(予約制)が必要です。
まずは会員登録を♪(無料)こんな時に利用できます

会員さんからサポート活動についての感想をいただきました♪

・ 保護者の外出・リフレッシュの時の預かり
・ 産前産後の保育施設への送迎
・ 保育施設へのお迎え後、預かり(残業時など)
・ 園行事、学校行事の時のきょうだいの預かりなど

乳幼児に対する心肺蘇生法を中心に止血法、異物除去、
ＡＥＤの取扱いなどを学ぶ講習です。
対　象：鳥栖市内在住 子育て中のパパ・
　　　　もうすぐパパになる方
日　時：11月30日(土) 9時～12時
会　場：鳥栖市社会福祉会館 体育館
講　師：鳥栖消防署
定　員：20名
申込方法：ＱＲコードか電話でお申込み下さい。
お問合せ：鳥栖市児童センター　☎85-3616

日　時：月～金曜日　9時～17時
　　　　毎週土曜日　9時～15時30分
　　　　　　　　　　(祝日・年末年始除く)
　※館内は飲食できません。（水分補給可）
（中庭・館外に飲食スペースを設けています）
場　所：鳥栖市社会福祉会館　
対　象：鳥栖市在住の小学生・中学生・高校生
定　員：16人（予約不要）
利用方法：当日受付

〒841-0051　鳥栖市元町1228番地1
TEL 0942-81-5477（平日9：00～17：00）

《問い合わせ》
　　鳥栖市ファミリー・サポート・センター

出張児童センター「あそびフェスタ～おもいっきりあそんじゃ王国～」

パパっこクラブ「普通救命講習Ⅲ」参加者募集 中学生・高校生に
自習室を開放しています

緑生館学生ボランティアの協力
もあり、参加者２５０人がサスケ
風コーナー、ゲームコーナー、工
作コーナーなど様々な遊びをし
て楽しい時間を過ごしました。
次回開催をお楽しみに

令和６年６月１５日(土)にサロンパスアリーナで実施しました。


